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　「たわわ祭」は昨年度から始まった「恵み、め
ぐるまち、まさき。」の農水商工の恵みを味わう
ことのできるお祭りです。
　大盛況だった昨年に引き続き、今年は２日
間（11月29･30日）にパワーアップして開催し
ます。松前町自慢の特産品はもちろんのこと、
松前町が誇る技術や、魅力的なパフォーマンス
も披露します。皆さん、ぜひご来場ください。

﹁たわわ祭﹂
産業まつり



　平成26年 6 月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 63 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
23
日
自
治
会

館
で「
平
成
26
年
度
第
2
回
全
員
連
絡
会
」

を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
8
町
長
と
永
井
久
万

高
原
町
副
町
長
が
出
席
し
、
次
項
に
よ
り

進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

協　

議

　

⑴　

海
外（
台
湾
）視
察
研
修
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら

　
　
　

海
外（
台
湾
）に
お
け
る
行
政
事
情

そ
の
他
必
要
事
項
の
視
察
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
県
内
各
町
の
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
開
拓
に
つ
と
め
、
地

域
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
台
湾
語
に
よ
る
「
え

ひ
め
の
町
ガ
イ
ド
」
を
作
成
・
配
布

し
、
県
内
各
町
を
広
く
紹
介
し
た
い

と
の
全
体
の
概
要
説
明
が
あ
っ
た
。

　
　
　

次
い
で
、
愛
媛
県
愛
の
く
に
え
ひ

め
営
業
本
部
の
加
藤
本
部
長
ほ
か
か

ら
、
県
の
進
め
る
台
湾
関
係
事
業
や
、

台
湾
に
向
け
て
の
食
品
輸
出
に
係
る

主
な
規
制
な
ど
の
注
意
点
等
の
説
明

が
あ
り
、
一
同
、
了
承
し
た
。

　
　
　

な
お
、
そ
の
後
、
各
町
が
輸
出
す

る
特
産
品
が
別
表
（
次
ペ
ー
ジ
）
の

と
お
り
決
定
し
た
。

　

⑵　

上
島
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら

　
　
　

県
内
の
町
が
一
致
団
結
し
て
サ
イ

ク
リ
ン
グ
客
を
誘
致
し
、
地
域
の
振

興
を
図
ろ
う
と
8
月
24
日
に
上
島
町

の
「
ゆ
め
し
ま
海
道
」
を
サ
イ
ク
リ

ン
グ
し
よ
う
と
す
る
旨
の
説
明
の
の

ち
、
当
日
は
、
お
そ
ろ
い
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ウ
エ
ア
で
走
る
こ
と
と
し
、

海
外︵
台
湾
︶視
察
研
修
を
決
定
！

第
2
回
全
員
連
絡
会 　

費
用
は
各
自
負
担
で
お
願
い
し
た
い
。

デ
ザ
イ
ン
は
オ
レ
ン
ジ
色
が
基
調
で
、

背
中
に
9
町
の
名
前
と
町
章
な
ど
を

あ
し
ら
う
予
定
で
あ
る（
そ
の
後
、別

掲
の
と
お
り
決
定
し
た
）。

　
　
　

ま
た
、
10
月
26
日
に
瀬
戸
内
し
ま

な
み
海
道
な
ど
で
開
か
れ
る
国
際
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会
に
は
、
各
町
長
が

こ
の
ウ
エ
ア
を
着
て
出
場
い
た
だ
き

た
い
、
と
す
る
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
一
同
、
了
承
し
た
。

　

⑶　

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自

治
労
）
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要
請
書

に
つ
い
て

　
　
　

白
石
会
長
か
ら
、
自
治
労
県
本
部

か
ら
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
各
町
そ
れ
ぞ
れ
で
対
応
す
る

こ
と
で
一
同
、
了
承
し
た
。

　

⑷　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開
催

に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
正
副

会
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

「えひめの町ガイド」



　（3）　平成26年 6 月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 63 号　

連番 町名 特 産 品 名

1

上
　
　
　
　
島
　
　
　
　
町

ミニレモンケーキ

芋菓子

弓削海苔

たまみ＆はれひめジュース

レモンリカー

鯛みそ

各町特産品一覧
連番 町名 特 産 品 名

2

久
　
万
　
高
　
原
　
町

木工品（名刺入れ）

木工品（キーホルダー）

杉結箸（割り箸）

3
松 

前 

町

二名煮（珍味）詰め合わせ

4

砥
　
　
部
　
　
町

砥部焼（器）

砥部焼（雑貨ピンバッジ）

5

内
　
　
子
　
　
町

じゃばらサイダー

じゃばら石鹸

連番 町名 特 産 品 名

6

伊
　
　
方
　
　
町

伊方みかんジュース

うまいがぜ伊方いよかんゼリー

7

松
　
　
野
　
　
町

桃ジャム

梅そうめん

8

鬼
　
　
北
　
　
町

ゆずゼリー

ゆず茶

9

愛
　
　
南
　
　
町

フルーツトコゼリー（詰め合わせ）
下６種類から組み合わせて詰める

純米吟醸酒
「南郡」



　平成26年 6 月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 63 号　（4）　

秋
祭
り

●
場
所
／
弓
削
島
各
地
区
、佐
島
、生
名
島
、岩
城
島
、魚
島

●
実
施
時
期
／
10
月
5
〜
6
日（
魚
島
）

　
　
　
　
　
　
10
月
9
日（
土
生
）

　
　
　
　
　
　
10
月
11
〜
12
日（
生
名
、岩
城
、佐
島
）

　
　
　
　
　
　
10
月
11
〜
13
日（
上
弓
削
、久
司
浦
）

　
　
　
　
　
　
10
月
17
〜
19
日（
下
弓
削
）　

　
　
　
　
　
　
10
月
25
〜
26
日（
引
野
、明
神
）

上 島 町 【
概
　
要
】

　
10
月
は
上
島
町
の
お
祭
り
月
間
。

　
毎
週
末
ど
こ
か
の
地
区
で
お
祭
り

が
行
わ
れ
、島
中
祭
り
一
色
に
な
り
ま

す
。

　
奴
行
列
や
獅
子
舞
、だ
ん
じ
り
の
鉢

合
せ
・
担
き
比
べ
等
、
各
島
各
地
区
ご

と
に
特
色
が
あ
り
見
ど
こ
ろ
満
載
で

す
。 町

の
伝
統
行
事

秋
祭
り
（
伊
方
地
域
）

●
場
所
／
湊
浦（
伊
方
小
学
校
）、 

九
町（
八
幡
神
社
）

●
実
施
時
期
／
10
月
18
〜
19
日

伊 方 町 【
概
　
要
】

　
10
月
は
町
内
各
地
で
秋
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
伊
方
地
域
で
は
伊
方

小
学
校
、
九
町
の
八
幡
神
社
に
そ
れ

ぞ
れ
近
く
の
地
区
か
ら
牛
鬼
、
五
ツ

鹿
、
唐
獅
子
な
ど
の
練
り
が
集
ま
り
、

奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
伊
方
で
は
お
車
の
練
り
、
九
町
で

は
練
り
を
船
に
乗
せ
る
こ
と
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。



　（5）　平成26年 6 月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 63 号　

  
係
長
・
中
級
職
員
研
修
会

あ
わ
せ
て
32
人
が
受
講　

　

本
会
は
、
本
年
度
の
「
町
（
市
）
職
員

研
修
計
画
」
に
基
づ
い
て
、「
係
長
職
員
研

修
会
」「
中
級
職
員
研
修
会
」（
6
月
9
日

か
ら
11
日
ま
で
）
を
え
ひ
め
青
少
年
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
上
野
町
）
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　

係
長
職
員
研
修
、
中
級
職
員
研
修
の
修

了
証
書
に
替
え
て
別
項
「
受
講
者
名
簿
」

を
掲
載
す
る
。

平
成
26
年
度
﹁
係
長
職
員
研
修
会
﹂

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

21
人

上
島
町　
　

建　

設　

課�

岡
部　

将
司

　

〃　
　
　

建　

設　

課�

柏
原　

利
昭

久
万
高
原
町　
　

教
育
委
員
会�

日
野　

優
司

　

〃　
　
　

教
育
委
員
会�

片
岡　

伸
彦

砥
部
町　
　

保
険
健
康
課�

野
澤　

勇
一

　

〃　
　
　

介
護
福
祉
課�

西
山　

三
保

内
子
町　
　

総　

務　

課�

新
田　

栄
作

　

〃　
　
　

総　

務　

課�

上
岡　

正
信

　

〃　
　
　

町
並
・
地
域
振
興
課�

源
田
耕
一
郎

　

〃　
　
　

住　

民　

課�

六
車　

定
生

　

〃　
　
　

自
治
・
学
習
課�

二
宮　

大
昌

　

〃　
　
　

自
治
・
学
習
課�

大
田　

陽
市

　

〃　
　
　

自
治
・
学
習
課�

宮
田　

哲
郎

　

〃　
　
　

小
田
支
所�

高
本　

匡
介

愛
南
町　
　
農
業
衛
支
援
セ
ン
タ
ー�

砂
田　

達
也

　

〃　
　
　

水　

産　

課�

岡
田　

恵
三

　

〃　
　
　

環
境
セ
ン
タ
ー�

森
岡　

正
知

　

〃　
　
　

御
荘
霊
園�

竹
田　

兼
仁

　

〃　
　
　

水　

道　

課�

宮
下
瑠
理
子

　

〃　
　
　

御
荘
支
所�

吉
田　

久
美

　

〃　
　
　

西
海
公
民
館�

山
本　
　

恵

平
成
26
年
度
﹁
中
級
職
員
研
修
会
﹂

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
人

松
前
町　
　

総　

務　

課�

久
保　

美
文

　

〃　
　
　

産　

業　

課�

中
川　

智
博

　

〃　
　
　

ま
ち
づ
く
り
課�

河
内　
　

竣

砥
部
町　
　

生
活
環
境
課�

中
嶋　

孝
志

　

〃　
　
　

生
活
環
境
課�

玉
井　

賢
亮

内
子
町　
　

自
治
・
学
習
課�

小
河　

卓
也

　
　
　
　
　

環
境
制
作
室�
幸
山　

一
真

　

〃　
　
　

住　

民　

課�
樫
木　
　

塁

　

〃　
　
　

学
校
教
育
課�

藤
原　
　

咲

愛
南
町　
　

商
工
観
光
課�

沖
野　

恵
子

　

〃　
　
　

御
荘
支
所�

加
洲　

裕
史

平成26年度　町（市）中級職員研修会　研修日程 平成26年度　町（市）係長職員研修会　研修日程

床起床起

灯消灯消 03:2203:22

20:30

入浴

20:30

入浴

01:2201:22

夕食（交歓会）
18:00

フリー
00:7100:71

17:00
夕べの集い

17:00
夕べの集い

ふれあい研修（夕食）18:30
19:00

軽スポーツ
03:0203:02

15:00

リーダシップを磨く〔９０分〕

いよぎん地域経済
研究センター

主席研究員 友近昭彦

15:00

地域おこし〔９０分〕

今治市地域おこし協力隊

　成田晶彦
　安井紫乃

15:00
奉仕活動

15:20
15:25

閉講式・解散
15:30

03:6103:61
16:30

フリー
16:30

02:7102:71
17:30

05:4105:41

地方公務員共済制度
〔５０分〕

伊藤 総務課長13:50
14:00

効果測定〔５０分〕

13:00

防災について 〔１１０分〕

防災アドバイザー
乃田俊信

13:00

地域づくり〔１１０分〕

砥部町長　佐川秀紀

13:00

14:50

12:00
昼食

12:00
昼食

12:00
昼食

00:3100:3100:31

00:2100:21

英会話入門〔９０分〕

日米学院　Jason Smith

　　　　　　　田坂千世
10:00
10:10

メンタルヘルス〔１１０分〕

サクセスブレーンズ(株)

カウンセラー
門田聖子

10:30

開講式・オリエンテーション

11:30

10:00

研修会場　受付
10:30

11:30
入室・班長　打合せ〔３０分〕

12:00

朝の集い・清掃
03:703:7

7:30
朝食・研修準備

7:30
朝食・研修準備

7:00
朝の集い・清掃

7:00

愛媛の国際化の現状
〔１１０分〕

県国際交流協会
大森室長

10:20

道州制 〔９０分〕

県市町振興課
信夫課長

01:801:8

時間
【第１日目】

時間
【第２日目】

時間
【第３日目】

６月９日（月） ６月１０日（火） ６月１１日（水）

03:803:8

03:603:6

10:30

床起床起

12:00
昼食

16:30

防災について 〔１１０分〕

防災アドバイザー
乃田俊信

14:50
15:00

クレーム対応〔９０分〕

いよぎん地域経済
研究センター

主席研究員 戸田正良

開講式・オリエンテーション

15:20
15:25

閉講式・解散
15:30

20:30
20:30

入浴

22:10

昼食

13:00

朝の集い・清掃
7:30

朝食・研修準備
8:10
8:30

朝食・研修準備
8:10
8:30

7:30

7:00
朝の集い・清掃

7:30

介護保険制度〔１１０分〕

県長寿介護課

安部主幹

「気づき」のスキルアップ
〔１１０分〕

いよぎん地域経済
研究センター

主席研究員 戸田正良
10:20
10:30

ベトナムと日本〔９０分〕

西条市 国際交流員

チュオン・ディン・レー

16:30

10:30

道州制 〔９０分〕

県市町振興課
信夫課長

13:00
13:00

14:50

16:30

18:00

ふれあい研修（夕食）

17:00
夕べの集い

17:20

16:30

地域おこし〔９０分〕

西予市地域おこし協力隊

　蒔田尚典

15:00

地方公務員共済制度
〔５０分〕
伊藤 総務課長

効果測定〔５０分〕

13:00

17:30

消灯22:30 消灯22:30

フリー

18:30

20:30
20:30

入浴

22:10

フリー
17:00
17:00

夕べの集い

17:00

17:20

14:00

6:30

7:00

6:30

12:00

13:00

13:50

10:30

11:30

12:00
入室・班長　打合せ〔３０分〕

10:00

11:30

7:30

研修会場　受付

地域づくり〔１１０分〕

砥部町長　佐川秀紀

10:20

12:00
12:00

14:50
15:00

夕食（交歓会）

19:00
軽スポーツ

６月９日（月） ６月１０日（火） ６月１１日（水）
【第２日目】 【第３日目】

時間時間時間
【第１日目】

12:00
昼食

13:00

10:30

奉仕活動
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【
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
26
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
を
6
月
6

日
㈮
午
前
10
時
か
ら「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
白
石
勝
也･

菅
良
二

（
今
治
市
長
）･

寺
井
克
之
（
松
山
市
議
会

議
員
）･

松
浦
一
悦（
松
山
大
学
経
済
学
部

教
授
）･

渡
部
明
忠
（
愛
媛
県
町
村
会
事

務
局
長
）
の
各
理
事
及
び
信
夫
秀
紀
（
愛

媛
県
市
町
振
興
課
長
）･

矢
野
巧
（
愛
媛

県
市
長
会
事
務
局
長
）･

酒
井
啓
司
（
税

理
士
）
の
各
監
事
、
田
窪
出
納
役
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

　

理
事
会
・
評
議
員
会
開
く

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
白
石
理
事
長
が
充

た
り
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
に
つ
い
て
審
議
し
、
一
同
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
変

更
・
収
支
補
正
予
算
及
び
愛
媛
県
市
町
連

携
事
業
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る

た
め
一
括
審
議
と
し
、
一
同
に
諮
っ
た
と

こ
ろ
原
案
の
と
お
り
決
定
。「
公
益
財
団
法

人
愛
媛
の
森
林
基
金
」
及
び
「
坊
っ
ち
ゃ

ん
劇
場
子
ど
も
芸
術
体
験
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
後
援
会
」
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
助
成

す
る
こ
と
で
了
承
し
決
定
し
た
。

　

ま
た
平
成
26
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日

程
等
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
6
月
23
日

㈪
に
開
催
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
5
月
ま
で
の
職
務

執
行
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
し
了
承
さ
れ

た
。
平
成
26
年
度
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
発
売
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、
売
上

促
進
の
協
力
方
依
頼
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

第
1
号
議
案

　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

　

平
成
25
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
第
4
号
議
案

　

平
成
26
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

　

愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
金
に
つ
い

て
第
6
号
議
案

　

平
成
26
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

【
定
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
26
年
度
定
時
評
議
員
会
を
6
月
23
日
㈪

午
前
10
時
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に

お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
白
石
理
事
長
、
清
水

裕
（
大
洲
市
長
）･

浅
野
忠
昭
（
西
予
市
議

会
議
員
）･

上
村
俊
之
（
上
島
町
長
）・
瀧

野
志
（
久
万
高
原
町
議
会
議
長
）･

安
田
俊

一
（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）・
柏
原

準
（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
次
長
）
の

各
評
議
員
（
全
員
出
席
）
及
び
信
夫
秀
紀

（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）･

矢
野
巧
（
愛

媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）
の
各
監
事
、
渡

部
常
務
理
事
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
瀧
野
志
評
議
員
を

議
長
に
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
に
浅
野

忠
昭
・
安
田
俊
一
の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

議
長
は
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
・
決

算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
た
。

　

ま
た
平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
変
更
及

び
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
審
議
し
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
理
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任

に
つ
い
て
は
、
定
款
に
よ
り
候
補
者
ご
と

に
賛
否
を
諮
っ
た
結
果
、
全
員
異
義
な
く

次
の
者
を
理
事
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

菅　

良
二
（
今
治
市
長
）

　

清
水
宣
郎
（
松
山
市
議
会
議
長
）

　

白
石
勝
也
（
松
前
町
長
）

　

土
居
計
彦
（
上
島
町
議
会
議
長
）

　

松
浦
一
悦
（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）

　

渡
部
明
忠
（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

第
1
号
議
案

　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の
承

認
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
変
更
の
承
認

に
つ
い
て

第
3
号
議
案

　

平
成
26
年
度
収
支
補
正
予
算
の
承
認
に

つ
い
て

第
4
号
議
案

　

理
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
に
つ
い

て
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
6
月
3

日
自
治
会
館
に
お
い
て
「
平
成
26
年
度
第

1
回
定
例
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
は
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　
　

関
本
会
長

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

関
本
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
次
の
と

お
り
指
名
し
た

　
　
　

瀧
野
久
万
高
原
町
議
長

　
　
　

山
下
愛
南
町
議
長

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　

以
上
の
2
点
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

一
括
、
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

5　

協　

議

　

⑴　

第
1
回
町
議
会
議
員
研
修
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
開
催
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
、

　
　

①　

昨
今
、
議
会
改
革
が
各
地
で
行

わ
れ
て
お
り
、
本
県
町
議
会
で
も

同
様
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
つ
つ

あ
る
。
そ
こ
で
、
西
日
本
地
区
の

先
進
議
会
に
事
例
発
表
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
参
考
に
資
し
た
い
。

　
　

②　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

防
災
対
策
を
と
り
あ
げ
た
い
。

　
　
　

と
す
る
内
容
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
満
場
一
致
で
原
案
の
と
お

り
決
定
し
た
。
な
お
、
本
県
の
事
例

発
表
者
に
瀧
野
久
万
高
原
町
議
長
を

選
出
し
た
。

　

⑵　

議
長
研
修
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
本
年
度
の
実
施
計
画

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結

果
、
平
成
27
年
1
月
15
日
～
16
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
る
市
町
村
ア
カ
デ

ミ
ー
の
議
員
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑶　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て

　

⑷　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修

会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
本
年
度
の

実
施
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

一
同
、
了
承
し
た
。

　

⑸　

そ
の
他

　
　
　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
、
説
明
が
あ
り
、
正
副
会
長
に
一

任
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
は
、
本
年
度
の
「
町
（
市
）
面
接

技
法
研
修
会
」
を
6
月
27
日
に
県
自
治
会

館
で
開
催
し
た
。

　

近
年
、
職
員
採
用
試
験
に
お
い
て
は
、

人
物
重
視
の
観
点
か
ら
面
接
試
験
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
た

め
、
面
接
試
験
の
基

礎
知
識
や
質
問
・
評

価
の
技
法
を
習
得
す

る
こ
と
に
よ
り
今
後

の
面
接
試
験
の
適
切

な
実
施
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
も
の
。
受
講
者

は
各
市
町
か
ら
10
名

で
あ
っ
た
。

面
接
試
験
技
法
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

第
１
回
議
員
研
修
会
開
催
計
画
を
決
定

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

平成26年度町（市）面接試験技法研修会実施要領

	 愛媛県町村会　
１　研修目的
　　近年、町（市）の職員採用試験において、人物重
視の観点から、面接試験の比重が高まっている。
一方、面接試験は、面接者の主観的判断が働きや
すいため、面接者相互間で評価結果が異なる場合
があるなど、その弱点も指摘されている。
　　このことから、面接試験の基礎知識、質問の技
法、評価の技法を修得することにより、今後の面
接試験の適切な実施に寄与することを目的とす
る。

２　研修日時・場所
　・日　時　平成26年６月27日㈮
　　　　　　13時00分～16時30分
　・場　所　「愛媛県自治会館」４階　会議室
　　　　　　松山市一番町４丁目１番地２
　　　　　　電話 089－941－7598

３　研修講師
　　公益財団法人 日本人事試験研究センター

４　研修受講対象者
　　面接試験官及び面接試験担当者
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6
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
地
方
制
度
調
査
会
専
門
員
会

▽
3
日
＝
愛
媛
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

定
期
総
会
、
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協

会
推
薦
会
議
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長

会
平
成
26
年
度
第
1
回
理
事
会

▽
4
日
＝
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

第
1
2
3
回
理
事
会

▽
5
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
25
年
度
会
計
監
査
、
え
ひ
め
愛

フ
ー
ド
推
進
機
構
平
成
26
年
度
第
1
回

幹
事
会

▽
6
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
26
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
、
地

方
分
権
改
革
有
識
者
会
議

▽
9
日
＝
町（
市
）職
員
中
級
・
係
長
研
修

会（
11
日
ま
で
）、
第
2
回
え
ひ
め
6
次

産
業
化
推
進
チ
ー
ム
会
議

▽
10
日
＝
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
平

成
26
年
度
第
1
回
評
議
員
会

▽
11
日
＝
愛
媛
県
高
速
道
路
交
通
安
全
協

議
会
平
成
26
年
度
通
常
総
会
、
内
外
情

勢
松
山
支
部
懇
談
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
等
1
組

合
化
推
進
協
議
会
幹
事
会

▽
13
日
＝
地
域
公
共
交
通
部
会
、（
公
財
）

愛
媛
県
国
際
交
流
協
会
平
成
26
年
度
第

1
回
評
議
員
会
、
同
理
事
会

▽
16
日
＝
北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県
民

会
議
運
営
委
員
会
、
同
理
事
会

▽
17
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
、
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
、
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議

▽
18
日
＝
㈱
千
里
株
主
総
会
、
全
国
町
村

会
正
副
会
長
会
、 （
一
般
）全
国
自
治
協

会
理
事
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同

組
合
理
事
会
、 （
一
般
）全
国
自
治
協
会

評
議
員
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
、
都

道
府
県
町
村
会
会
長
会
、
全
国
町
村
職

員
生
活
協
同
組
合
総
代
会
、
全
国
町
村

会
政
務
調
査
会
、
第
17
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
愛
媛
県
準
備
委
員
会
第

5
回
会
議

▽
19
日
＝
自
治
労
来
局
、
平
成
26
年
度
松

山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
総
会

▽
20
日
＝
平
成
26
年
度
労
働
安
全
衛
生
業

務
担
当
者
研
修
会
、
均
等
割
分
の
「
都

道
府
県
別
市
町
村
数
」
の
取
扱
い
に
係

る
意
見
交
換
会
、
第
1
1
4
回
日
本
下

水
道
事
業
団
評
議
員
会

▽
23
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

評
議
員
会
、
愛
媛
県
町
村
会
平
成
26
年

度
第
2
回
全
員
連
絡
会

▽
24
日
＝（
公
財
）全
国
市
町
村
研
修
財
団

評
議
員
会

▽
25
日
＝（
一
社
）愛
媛
県
発
明
協
会
平
成

26
年
度
理
事
会
並
び
に
通
常
総
会
、
愛

媛
県
農
業
会
議
6
月
定
例
常
任
会
議
員

会
議

▽
26
日
＝（
一
財
）地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

第
76
回
評
議
員
会

▽
27
日
＝
平
成
26
年
度
町（
市
）面
接
試
験

技
法
研
修
会

▽
30
日
＝
全
国
市
町
村
振
興
協
会
評
議
員

会
、
第
11
回
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
専
門
委

員
会
、
第
91
回
中
教
審
総
会

編
集
後
記

　

文
章
を
書
き
間
違
え
た
と
き
は
、
消
し

ゴ
ム
で
消
し
て
は
い
け
な
い
そ
う
で
す
。

消
さ
ず
に
赤
鉛
筆
で
×
を
つ
け
な
さ
い
と
。

な
ぜ
な
ら
、消
し
て
し
ま
っ
た
ら
「
ど
う
間

違
え
た
か
、
ど
う
考
え
て
い
た
か
が
分
か

ら
な
く
な
る
」
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。ど
う

り
で
僕
は
、
同
じ
間
違
い
を
繰
り
返
す
は

ず
で
す
。
二
日
酔
い
に
な
る
の
が
分
か
っ

て
い
る
の
に
深
酒
を
繰
り
返
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
。

　

さ
て
、今
宵
。ど
う
な
る
こ
と
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
消
し
ゴ
ム
を
使
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
、
あ
～
あ
。

　　
　

ゲ
ー
ム
と
現
実

　

1
年
3
6
5
日
、
一
日
24
時
間
は
変
わ

り
無
い
。
今
年
、
早
や
6
か
月
過
ぎ
た
。
何

故
か
月
日
が
経
つ
の
が
早
い
！
。
皆
、
大
人

に
な
れ
ば
一
様
に
思
う
、
そ
の
感
覚
も
加

齢
に
つ
れ
て
強
く
な
る
。
た
だ
若
年
層
は

逆
ら
し
い
。い
た
っ
て
簡
単
な
発
想
と
言
え

な
く
も
な
い
が
、
そ
の
深
層
心
理
は
…
。

　

さ
て
、わ
が
国
の
人
口
減
少
は
、そ
の
道

の
研
究
者
で
な
く
と
も
推
測
の
と
お
り
推

移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
超
少
子
高

齢
化
は
そ
の
過
程
の
結
果
で
あ
る
。

　

生
命
は
、
古
今
東
西
、
大
事
に
す
べ
き
、

又
、
し
た
い
は
ず
で
あ
る
が
、近
年
と
み
に

そ
の
命
を
粗
末
に
扱
い
、簡
単
に
命
を
捨
て

る
者
。
さ
ら
に
他
人
様
の
命
、
我
が
子
、
我

が
親
の
命
を
殺
傷
す
る
者
が
多
い
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
人
口
減
よ
り
問
題
で
あ
る
。

　

先
の
大
戦
で
礎
と
な
っ
た
3
百
万
を
超

す
日
本
人
。
戦
地
で
戦
死
・
飢
餓
・
病
死

し
た
若
者
。二
十
歳
未
満
の
特
攻
隊
員
。疎

開
船
（
對
馬
丸
等
）
と
と
も
に
命
を
絶
た

れ
た
小
学
生
。
学
徒
動
員
中
に
散
華
し
た

若
者
等
、
多
く
の
人
達
の
上
に
現
今
社
会

が
成
り
立
っ
て
い
る
事
を
忘
却
し
て
は
な

ら
な
い
。
物
・
心
身
の
全
て
が
焦
土
と
化
し

た
終
戦
か
ら
69
年
。
今
や
、
高
級
マ
ン
シ
ョ

ン
に
居
を
構
え
、株
値
に
一
喜
一
憂
す
る
若

者
。
挨
拶
の
い
ろ
は
も
分
か
ら
ず
、
国
語

離
れ
し
た
ギ
ャ
ル
言
葉
に
日
々
を
楽
し

む
？
者
。自
分
自
身
で
事
態
が
解
せ
ず
、興

味
に
駆
ら
れ
て
か
、
覚
せ
い
剤
・
脱
法
ハ
ー

ブ
に
身
を
任
せ
る
高
学
歴
者
や
若
者
、
主

婦
。
ネ
ッ
ト
で
い
と
も
簡
単
に
連
携
し
、
後

で
後
悔
せ
ね
ば
な
ら
な
い
羽
目
に
陥
る
者
。

現
在
の
日
本
人
は
、
何
故
か
考
え
ず
し
て

い
ろ
ん
な
事
に
精
を
出
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
…
。

　

し
か
し
、対
外
的
（
諸
外
国
）
に
は
、立

ち
止
ま
る
余
裕
な
ぞ
な
い
。
相
手
は
、
当

方
の
主
張
等
ど
こ
吹
く
風
で
あ
る
。
む
し

ろ
某
国
に
よ
っ
て
は
、「
黒
」
を
力
を
バ
ッ

ク
に
強
引
に
「
白
」
と
言
い
張
り
、一
寸
の

隙
間
を
虎
視
眈
々
と
狙
う
。
ス
ポ
ー
ツ
で

も
な
く
、
ポ
ー
ズ
で
も
な
い
こ
の
現
実
を

皆
が
、
特
に
若
者
は
直
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

わ
が
国
は
、
そ
れ
相
応
に
負
担
金
を
拠

出
し
て
い
る
が
、先
の
大
戦
の
結
果
に
よ
っ

て
、
国
際
連
合
で
拒
否
権
を
持
つ
常
任
理

事
国
の
外
側
で
あ
る
こ
と
も
十
分
意
識
し

て
お
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
自
国
自

立
で
適
切
か
つ
早
め
に
対
応
措
置
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
次
代
に
今
は
あ
る
。

　

国
内
に
あ
っ
て
は
、
各
分
野
、
各
セ
ク

シ
ョ
ン
で
1
人
ひ
と
り
が
一
寸
考
え
て
か

ら
行
動
し
て
み
て
は
、
特
に
若
い
年
齢
層

の
人
は
“
思
慮
深
く
”
行
動
に
責
任
を
持

つ
事
。現
下
の
よ
う
に
皆
が
ネ
ッ
ト
と
ゲ
ー

ム
に
現
を
抜
か
し
過
ぎ
て
は
、
先
々
が
危

う
い
…
。
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
上
手
く
展
開

す
る
時
は
良
し
と
し
て
、
悪
い
展
開
と
な

れ
ば
崖
っ
ぷ
ち
に
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。人
間

の
一
生
も
現
実
は
、ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
は
展

開
し
な
い
し
、
や
り
直
し
は
不
可
能
。
十

分
に
判
っ
て
い
よ
う
が
、
今
日
社
会
の
環

境
推
移
で
は
、
心
配
の
種
は
消
え
な
い
…
。

�

（
Ｔ
）

「
も
っ
と
も
明
ら
か
な
観
念
も
、

　

し
ば
し
ば
複
雑
な
論
究
に
よ
っ
て

　
　

不
明
瞭
に
な
る
」

�

（
キ
ケ
ロ　

ロ
ー
マ
の
政
治
家
）
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